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研究成果の概要 

本研究では、多孔質材料であるゼオライトのサステイナブルプロセス構築を目的として、ゼオライ

ト合成時に用いられ使い捨てられている原料のリサイクル手法、細孔閉塞や構造崩壊が起こった

ゼオライトを再利用するためのリサイクル手法の 2つのリサイクル手法の開発を行っている。2023年

度においては、主に(1)温和な条件下で変化する有機物を用いたゼオライト合成、(2)ゼオライト骨

格への開裂点となる特定原子の選択的導入について検討を行った。(1)について、有機物のリサイ

クルへ向けて、合成後のゼオライト細孔内において光照射による反応の進行を確認した。MFI 型

や MOR 型ゼオライトといった重要な触媒応用が知られているゼオライトについて合成可能である

ことがわかり、用いる有機物の変化により得られるゼオライトの特性も異なっていることが示唆されて

いる。層状ケイ酸塩 PREFER の層間架橋について、開発した欠陥修復処理をあらかじめ施すこと

により、層間に導入する鉄原子が均一な環境にあることを示した。具体的にはフッ化アンモニウム

を水酸化テトラエチルアンモニウム水溶液に溶解させ溶液を調製した。この溶液に合成した

PREFER粉末を添加し、オートクレーブを用いて加熱した。生成物の評価は XRD, SEM, TEM, IR, 

NMR などにより評価した。シラノール欠陥の減少、層間架橋後の UV-vis スペクトルや TEM 像の

変化を観察した。欠陥を修復したことにより、架橋金属が層内に入る、欠陥からマイグレートしたシ

リケート種が層間を架橋してしまう、といったことを抑えることができたと考えられる。欠陥修復処理と

類似した水熱処理は、ゼオライトの骨格の再配列に有効であると考えられ、処理を行うことにより

NMR スペクトルへの変化を観察した他、触媒活性や機械的耐久性に変化が見られる事がわかっ

た。 
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